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サービス記述書 

IBM Cognos Analytics on Cloud 

本「サービス記述書」は IBM がお客様に提供する「クラウド・サービス」について規定するものです。お客様と

は、契約を結ぶ当事者、その許可ユーザーおよび「クラウド・サービス」の受領者を意味します。適用される

「見積書」および「証書 (PoE)」は、別途「取引文書」として提供されます。 

1. クラウド・サービス 

1.1 IBM Cognos Analytics on Cloud 

本「クラウド・サービス」は SoftLayer のデータセンターでホストされ、お客様は、Web ブラウザーを介

して、IBM Cognos Analytics ソフトウェアの最新機能にアクセスし、ダッシュボード、対話式レポート、

カスタム分析、アドホック・クエリーの開発、レポートの新規作成、定期レポートの表示、およびアク

ティブ・レポートの取り込みができます。「クラウド・サービス」は OLAP を対話的に活用し、お客様

が、リスト、クロス・タブ、チャート、および財務諸表スタイルのレポートといった幅広いレポート・

タイプを作成してフォーマットすることができるようにします。「クラウド・サービス」は、Apple 

iPhone、Android、およびタブレットを含む幅広いモバイル・デバイスを使ったレポートの取り込みにま

で及びます。 

1.2 IBM Cognos Analytics Workgroup on Cloud 

「クラウド・サービス」は実稼働用の IBM Cognos Analytics へのアクセスをユーザーに提供します。「ク

ラウド・サービス」はユーザーが生成したコンテンツに対して最大 100 GB のストレージを可能にします。 

1.3 IBM Cognos Analytics on Cloud Proof of Concept 

本「IBM クラウド・サービス」は、上限を 6 か月間とする短期間のサブスクリプションです。ユーザー

が生成したコンテンツに対して最大 100 GB のストレージを非実稼働用に提供します。 

1.4 IBM Cognos Analytics Standard on Cloud 

「クラウド・サービス」は最小で 3 つの IBM Cognos Analytics Report Server の利用が可能で (アドオンと

して追加の Report Server を購入できます)、かつユーザーが生成したコンテンツに対して最大 250 GB の

ストレージを可能にします。さらに、この「IBM クラウド・サービス」には、実稼働環境移行前の使用

を目的とした「IBM クラウド・サービス」の 1 つの「インスタンス」を備えた別個の環境が 1 つ含まれ

ています。 

1.5 IBM Cognos Analytics Enterprise on Cloud 

「クラウド・サービス」はベアメタル・サーバーでホストされており、最小で 5 つの IBM Cognos 

Analytics Report Server の利用が可能で (アドオンとして追加の Report Server を購入できます)、かつユー

ザーが生成したコンテンツに対して最大 500 GB のストレージを可能にします。さらに、この「クラウ

ド・サービス」には、実稼働環境移行前の使用を目的とした「クラウド・サービス」の 1 つの「インス

タンス」を備えた別個の環境が 1 つ含まれています。 

1.6 IBM Cognos Analytics Hybrid Entitlement 

1.6.1 IBM Cognos Analytics Hybrid Entitlement Standard 

本「Hybrid クラウド・サービス」には、IBM Cognos Analytics Standard on Cloud へのアクセス、および 

IBM Cognos Analytics Advanced をダウンロードするための使用許諾が含まれています。 

「プログラム」に含まれるライセンス条項に加えて、お客様は、PowerPlay のコンポーネントや機能を使

用することを許可されていません。 

1.6.2 IBM Cognos Analytics Hybrid Entitlement Enterprise 

本「Hybrid クラウド・サービス」には、IBM Cognos Analytics Enterprise on Cloud へのアクセス、および 

IBM Cognos Analytics Advanced をダウンロードするための使用許諾が含まれています。 
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「プログラム」に含まれるライセンス条項に加えて、お客様は、PowerPlay のコンポーネントや機能を使

用することを許可されていません。 

1.7 オプションの機能またはサービス 

下記アドオンは、IBM Cognos Analytics Standard on Cloud および IBM Cognos Analytics Enterprise on Cloud 

またはそのいずれかの使用許諾をお持ちのお客様にのみ提供されます。 

a. IBM Cognos Analytics On Cloud Throughput Capacity 

この「クラウド・サービス」は、追加で 1 つ IBM Cognos Analytics Report Server コンポーネントを

プロビジョニングするために提供されます。IBM Cognos Report Server は、PDF、HTML、XLS、

XML および CSV 形式でレポートをレンダリングします。 

b. IBM Cognos Analytics On Cloud Additional Storage 

このオプションの「クラウド・サービス」は、ユーザーが作成したコンテンツに対して、契約済み

の「クラウド・サービス」で規定される最大値を超え、250 GB の追加ストレージを提供します。 

1.8 キャパシティー構成オファリング 

1.8.1 IBM Cognos Analytics on Cloud Capacity 

本オファリングは、完全な Cognos Analytics on Cloud ソフトウェアの「インスタンス」で、2 つの仮想プ

ライベート「レポート・サーバー」(2コア (または同等のキャパシティー)、64 GB RAM、およびユー

ザーが作成するコンテンツ用の合計 500 GB のストレージを搭載) が含まれます。 これをサポートするイ

ンフラストラクチャーには、複数のコンテンツ・マネージャーおよびコンテンツ保存データベースが含

まれます。 

1.8.2 IBM Cognos Analytics on Cloud Capacity Additional 4 Cores 

「レポート・サーバー」の構成を拡張するために、既存の IBM Cognos Analytics on Cloud Capacity システ

ムに 4 つのコア (または同等のキャパシティー) が追加されます。このオプションを追加する前に、IBM 

Cognos Analytics on Cloud Capacity を購入しなければなりません。 

1.8.3 IBM Cognos Analytics on Cloud Capacity Non Production 

本オファリングは、「非実稼働」使用に限定された、完全な Cognos Analytics on Cloud ソフトウェアの

「インスタンス」で、2 つの仮想プライベート「レポート・サーバー」(2 コア (または同等のキャパシ

ティー)、64 GB RAM、およびユーザーが作成するコンテンツ用の合計 500 GB のストレージを搭載) が含

まれます。 これをサポートするインフラストラクチャーには、複数のコンテンツ・マネージャーおよび

コンテンツ保存データベースが含まれます。 

1.8.4 IBM Cognos Analytics on Cloud Capacity Non Production Additional 4 Cores 

「レポート・サーバー」の構成を拡張するために、既存の IBM Cognos Analytics on Cloud Capacity Non 

Production システムに 4 つのコア (または同等のキャパシティー) が追加されます。このオプションを追

加する前に、IBM Cognos Analytics on Cloud Capacity Non Production を購入しなければなりません。 

1.9 IBM Cognos Analytics on Cloud Capacity Additional 32 GB RAM 

本「クラウド・サービス」は、Cognos Analytics on Cloud サブスクリプション・オファリングの任意の構

成で使用することができます。キャパシティー環境における「レポート・サーバー」の数量に基づいて、

追加の RAM を購入することができます (お客様が「レポート・サーバー」 2 つを有している場合は、2 x 

IBM Cognos Analytics on Cloud Capacity Additional 32 GB RAM を購入する必要があります)。少なくとも 2 

つの「レポート・サーバー」を必ず提供します。  

1.10 セットアップ・サービス 

以下のセットアップ・サービスは、「エンゲージメント」ごとに購入するものとします。 

1.10.1 IBM Cognos Analytics on Cloud Jump Start Remotely Delivered 

このセットアップ・サービスは、スタートアップ・アクティビティーについて最大 50 時間のリモート・

コンサルティング時間を提供します。これには、(1) ユース・ケースによる支援、(2) レポート、ダッ
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シュボードおよびその他システム・ツールのプラクティスに関する指導、(3) 初期データ・ロードの準備、

実行および検証に関するガイドによる支援およびアドバイス、(4) その他管理および構成に関して関心の

ある主題が含まれます。(以下総称して「スタートアップ・アクティビティー」といいます。) このリ

モートで提供されるセットアップ・サービスは、「エンゲージメント」ごとに購入されるものとし、す

べての時間数が使用されたか否かに関わらず、お客様の「証書 (PoE)」に記載された使用許諾の購入日か

ら 90 日後に終了します。 

1.10.2 IBM Cognos Analytics on Cloud Accelerator Remotely Delivered 

このセットアップ・サービスは、アクティビティーの実行に使用される最大 50 時間のリモート・コンサ

ルティング時間を提供します。これには、(1) ユース・ケースによる支援 (1 回限りのポイント・イン・タ

イムのデータ移動を支援するデータ移動のユース・ケースを含みます。)、(2) レポート、ダッシュボード

およびその他システム・ツールのプラクティスに関する指導、(3) 初期データ・ロードの準備、実行およ

び検証に関するガイドによる支援およびアドバイス (ソース環境およびターゲット環境のセットアップ、

およびデータ移動のユース・ケースに定義されるデータ移動を含みます。)、(4) その他管理および構成に

関して関心のある主題が含まれます。(以下総称して「アクティビティー」といいます。) このリモート

で提供されるセットアップ・サービスは、「エンゲージメント」ごとに購入されるものとし、すべての

時間数が使用されたか否かに関わらず、使用許諾の購入日または「クラウド・サービス」の当初サブス

クリプション期間の最終日のいずれか早い日から 12 か月後に終了します。 

2. コンテンツおよびデータ保護 

「データ処理およびデータ保護に関するデータ・シート」(「データ・シート」) には、処理対象の「コ

ンテンツ」の種類、発生する処理活動、データ保護機能、および「コンテンツ」の保存および返却に関

する仕様書に関する、「クラウド・サービス」に固有の情報が記載されています。「クラウド・サービ

ス」およびデータ保護機能に関する詳細または説明および条件 (お客様の責任を含みます。) がある場合

には、本条に記載されます。お客様が選択したオプションにより、「クラウド・サービス」のお客様に

よる使用に適用される「データ・シート」が複数ある場合があります。お客様は、i) IBM が、IBM のみ

の裁量により、「データ・シート」を随時変更することができ、かつ ii) かかる変更された内容が変更前

の内容に置き替わることを承諾します。「データ・シート」に対する変更は、i) 既定の義務の改善もし

くは明確化、ii) 最新の採用された基準および適用法への整合の維持、もしくは iii) 追加義務の規定のい

ずれかを行うことを意図しています。「データ・シート」のいかなる変更も「クラウド・サービス」の

セキュリティーを著しく低下させるものではありません。「データ・シート」は英語のみの提供となり

ます (現地言語での提供はありません)。現地の法律または慣習の慣行にかかわらず、両当事者は英語を

理解していること、および「クラウド・サービス」の取得および使用に関して英語が適切な言語である

ことに同意します。以下の「データ・シート」が「クラウド・サービス」およびその利用可能なオプ

ションに適用されます。 

適用される「データ・シート」へのリンク: 

https://www.ibm.com/software/reports/compatibility/clarity-

reports/report/html/softwareReqsForProduct?deliverableId=E7BC3AD0240411E58BCB3FD1A5DC388F 

お客様は、「クラウド・サービス」の利用可能なデータ保護機能を注文、有効化、または使用するため

に必要な対策を講じる責任を負うものとします。お客様がかかる対策を講じることを怠った場合 (「コン

テンツ」に関するデータ保護またはその他の法的要件を満たさないことも含みます。) には、お客様は

「クラウド・サービス」の使用に対して責任を負います。 

EU 一般データ保護規則 (EU/2016/679) (GDPR) が「コンテンツ」に含まれる個人データに適用される場合

に、その適用範囲に限り、http://ibm.com/dpa にある IBM の「データ処理補足契約書」(DPA) が適用され、

本契約の一部として参照されます。本「クラウド・サービス」に適用可能な「データ・シート」は

「DPA 別表」の位置づけです。 

3. サービス・レベル・アグリーメント 

IBM は、「PoE」に記載するとおり、「クラウド・サービス」に関して、以下の可用性のサービス・レ

ベル・アグリーメント (以下「SLA」といいます。) を提供します。「SLA」は保証ではありません。

「SLA」はお客様にのみ提供され、実稼働環境における使用に対してのみ適用されます。 

https://www.ibm.com/software/reports/compatibility/clarity-reports/report/html/softwareReqsForProduct?deliverableId=E7BC3AD0240411E58BCB3FD1A5DC388F
https://www.ibm.com/software/reports/compatibility/clarity-reports/report/html/softwareReqsForProduct?deliverableId=E7BC3AD0240411E58BCB3FD1A5DC388F
http://ibm.com/dpa
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3.1 可用性クレジット 

お客様は、「クラウド・サービス」が利用できず、業務に重大な影響が及んだことを最初に知り得たと

きから 24 時間以内に、IBM テクニカル・サポート・ヘルプデスクに対して「重要度 1」のサポート・チ

ケットを記録するものとします。お客様は、あらゆる問題診断および解決に関して IBM を合理的な範囲

で支援するものとします。 

「SLA」の未達を申告するサポート・チケットは、契約月の末日から 3 営業日以内に提出するものとし

ます。有効な「SLA」の申告に対する補償は、「クラウド・サービス」の実稼働システム処理が利用で

きない時間 (以下「ダウンタイム」といいます。) に基づいた「クラウド・サービス」の将来の請求に対

するクレジットになります。「ダウンタイム」は、お客様が当該事象を報告した時点から「クラウド・

サービス」が復元される時点までの間で計測され、次のものに関連する時間は含まれません。保守のた

めの計画停止または発表された停止、IBM の支配の及ばない原因、お客様または第三者のコンテンツも

しくはテクノロジーの問題または設計もしくは指示、サポート対象外のシステム構成およびプラット

フォームまたはその他お客様による誤り、またはお客様に起因するセキュリティーに関する事故もしく

はお客様によるセキュリティー・テスト。IBM は、下表のとおり、各契約月における「クラウド・サー

ビス」の累積的な可用性に基づき、適用しうる最大の補償を適用します。各契約月の補償の合計額は、

「クラウド・サービス」に対する年額料金の 12 分の 1 の 10% を超えないものとします。 

バンドルされた「クラウド・サービス」の場合 (個別の「クラウド・サービス」オファリングをパッケー

ジ化し、単一オファリングとして、単一の合算料金で販売しているもの)、補償は、バンドルされた「ク

ラウド・サービス」に対する 1 つにまとめられた月額料金に基づいて計算されるものであり、各個別

「クラウド・サービス」に対する月額サブスクリプション料金に基づいて計算されるものではありませ

ん。お客様は、1 つの個別「クラウド・サービス」に関する請求のみ、一度にまとめて提出することがで

きます。 

3.2 サービス・レベル 

「契約月」における「クラウド・サービス」の可用性は各適用可能なオファリングに記載されています。 

3.2.1 IBM Cognos Analytics Workgroup on Cloud 

「契約月」における可用性 補償 

(申告の対象である「契約月」における 

「月額サブスクリプション料金」* の割合) 

95% 未満 2% 

3.2.2 IBM Cognos Analytics Standard on Cloud 

「契約月」における可用性 補償 

(申告の対象である「契約月」における 

「月額サブスクリプション料金」* の割合) 

99% 未満 2% 

95% 未満 5% 

3.2.3 IBM Cognos Analytics Enterprise on Cloud 

「契約月」における可用性 補償 

(申告の対象である「契約月」における 

「月額サブスクリプション料金」* の割合) 

99.9% 未満 2% 

99% 未満 5% 

95% 未満 10% 
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3.2.4 IBM Cognos Analytics on Cloud Capacity 

「契約月」における可用性 補償 

(申告の対象である「契約月」における 

「月額サブスクリプション料金」* の割合) 

99.9% 未満 2% 

99% 未満 5% 

95% 未満 10% 

*「クラウド・サービス」が IBM ビジネス・パートナーから取得されたものである場合、月額サブスク

リプション料金は、申告の対象である「契約月」に対して有効な「クラウド・サービス」のその時点で

の最新の表示価格に基づいて計算され、それを 50% 割引した額となります。IBM は、直接お客様に払い

戻します。 

「可用性」は、以下のとおり算出されます。契約月における分単位の総時間数から、契約月における

「ダウンタイム」の分単位の総時間数を差し引き、それを契約月における分単位の総時間数で除するこ

とにより算出され、結果はパーセントで表します。 

4. テクニカル・サポート 

「クラウド・サービス」のテクニカル・サポートは、{電子メール、オンライン・フォーラム、およびオ

ンライン問題報告システム} を介して提供されます。IBM の IBM Software as a service support guide 

(https://www-01.ibm.com/software/support/saas_support_guide.html) には、テクニカル・サポートの連絡先情

報ならびにその他情報およびプロセスが規定されています。テクニカル・サポートは「クラウド・サー

ビス」と共に提供されるものであり、別個のオファリングとして提供されるものではありません。 

5. エンタイトルメントおよび課金情報 

5.1 課金単位 

「クラウド・サービス」は、「取引文書」に記載された課金単位に基づいて提供されます。 

● 「許可ユーザー」は、「クラウド・サービス」を取得する際の課金単位です。お客様は、直接また
は間接のいかなる方法においても (例えば、多重化プログラム、デバイスまたはアプリケーショ
ン・サーバーを通じて)「クラウド・サービス」へのアクセスを与えられた特定の「許可ユーザー」
ごとに、個別に専用のエンタイトルメントをいずれかの手段により取得しなければならないものと
します。お客様の「PoE」または「取引文書」に定める課金期間中に「クラウド・サービス」への
アクセスを与えられた「許可ユーザー」の数をカバーするのに十分なエンタイトルメントを取得し
なければならないものとします。 

● 「エンゲージメント」は、サービスを取得する際の課金単位です。「エンゲージメント」は、「ク
ラウド・サービス」に関連するプロフェッショナル・サービス、研修サービスまたはその両方の
サービスで構成されます。それぞれの「エンゲージメント」をカバーするのに十分なエンタイトル
メントを取得しなければならないものとします。 

● 「インスタンス」は、「クラウド・サービス」を取得する際の課金単位です。「インスタンス」は、
「クラウド・サービス」の特定の構成へのアクセスを意味します。お客様の「PoE」または「取引
文書」に定める課金期間中にアクセスおよび利用が可能な「クラウド・サービス」の「インスタン
ス」ごとに十分なエンタイトルメントを取得しなければならないものとします。 

● 「ギガバイト」は、「クラウド・サービス」を取得する際の課金単位です。「ギガバイト」とは、
2 の 30 乗バイトのデータとして定義されます (1,073,741,824 バイト)。「PoE」または「取引文書」
に定める課金期間中に「クラウド・サービス」によって処理される「ギガバイト」の総数をカバー
するのに十分なエンタイトルメントを取得しなければならないものとします。 

5.2 超過料金 

課金期間中の「クラウド・サービス」の実際の利用が、「PoE」に記載されたエンタイトルメントを超え

る場合には、かかる超過が生じた月の翌月に、「取引文書」に記載された料金で超過料金が請求されます。 

https://www-01.ibm.com/software/support/saas_support_guide.html
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5.3 請求頻度 

選択された請求頻度に基づき、IBM は請求頻度期間の開始時点で支払い期日の到来している料金をお客
様に請求します。ただし、後払いの対象となる超過分や料金の使用タイプは除きます。 

6. 期間および更新オプション 

「クラウド・サービス」の期間は、「PoE」に記述されるとおり、「クラウド・サービス」へのお客様の
アクセスについて、IBM がお客様に通知した日に開始します。「PoE」には、「クラウド・サービス」
が自動的に更新されるか、継続利用ベースで続行されるか、期間満了時に終了するかが記載されます。 

自動更新の場合には、お客様が期間満了日の少なくとも 90 日前までに書面により更新しないことを通知
する場合を除き、「クラウド・サービス」は、「PoE」に定める期間につき自動更新されます。 

継続利用の場合は、「クラウド・サービス」は、お客様が 90 日前までに書面により終了を通知するまで、
月単位で継続利用することができます。「クラウド・サービス」は、かかる 90 日の期間後の暦月末日ま
で引き続き利用することができます。 

7. 追加条件 

7.1 共通事項 

お客様は、IBM が広報活動またはマーケティングのコミュニケーションにおいて、お客様を「クラウ
ド・サービス」の利用者として公に言及できることに同意します。 

お客様は、次のような危険性の高い活動をサポートするものとして、「クラウド・サービス」を単独で、
または他のサービスや製品と組み合わせて使用してはなりません。核施設、公共交通システム、航空管
制システム、自動車制御システム、兵器システム、または航空機航行もしくは通信の設計、建築、管理、
または保守。あるいは「クラウド・サービス」の障害が生命の危険や重大な人身傷害を引き起こす可能
性があるその他のあらゆる活動。 

7.2 イネーブリング・ソフトウェア 

「クラウド・サービス」を使用するには、お客様がご自身のシステムにイネーブリング・ソフトウェアを
ダウンロードする必要があります。イネーブリング・ソフトウェアにより、「クラウド・サービス」の使
用が促進されます。お客様は、「クラウド・サービス」の利用に関連してのみ、イネーブリング・ソフト
ウェアを使用することができます。イネーブリング・ソフトウェアは、以下の条件で提供されます。 

イネーブリング・ソフトウェア 適用されるライセンス条件 (ある場合) 

‪IBM Cognos Framework Manager ‪‪ http://www-03.ibm.com/software/sla/sladb.nsf‪ ‪‪ 

IBM Cognos Transformer http://www-03.ibm.com/software/sla/sladb.nsf 

7.3 お客様が提供する資料 

お客様が IBM に対して、お客様または第三者のドライバー、JAR ファイル、ライセンス・ファイル、構
成ファイル、およびお客様が IBM にお客様の「クラウド・サービス」環境で使用するように依頼するそ
の他の資料 (「お客様が提供する資料」と総称します) を提供する場合は、お客様はここに、お客様の該
当する知的財産権に基づいて、お客様に「クラウド・サービス」を提供するためにのみ「お客様が提供
する資料」を使用するための、支払い済み、非独占的、譲渡不能、全世界的、かつ制限付きの使用権 (再
使用権を許諾する権利は含まない) を IBM に許諾します。IBM は、かかる「お客様が提供する資料」を
使用するか否かについて独自に判断し、理由を問わず、独自の裁量により随時「お客様が提供する資料」
の使用を中止することができます。 

お客様は、(a) お客様が「お客様が提供する資料」を IBM に供与するために必要な権利を有していること、
(b) IBM が、お客様に「クラウド・サービス」を提供する際に「お客様が提供する資料」を合法的に使用
できること、および (c) 「お客様が提供する資料」には有害なコードが含まれていないことを継続的に表
明し、保証します。お客様は、IBM に「お客様が提供する資料」の使用を認める権利を喪失したか、ま
たは「お客様が提供する資料」に有害なコードが含まれていることに気付いた場合は、速やかに IBM に
通知するものとします。 

お客様は、以下のことを了承します。(a) IBM は、「クラウド・サービス」内で「お客様が提供する資料」
が機能することを保証しないこと、(b) 「お客様が提供する資料」により、IBM による (1) 「クラウド・
サービス」に関連する表明および保証、または (2) 「クラウド・サービス」の「サービス・レベル」を達
成する IBM の能力が阻害される場合は、IBM はお客様に対する責任を負わないこと。 

 

http://www-03.ibm.com/software/sla/sladb.nsf‪
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